基準達成率算定シート（住宅省エネラベル評価申請用）　記載要領
１　申請住宅の基準への適合性

（１）所在地（市町村名まで）：地域区分を確認するため、市町村名まで記載が必要
（２）地域区分：（１）に記載した市町村に応じ、Ⅰa、Ⅰb、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳa、Ⅳb、Ⅴ、Ⅵの８区分のいずれかを記入
（３）申請住宅に係る基準一次エネルギー消費量：住宅事業建築主の判断の基準告示に定められている基準値を記入

（４）評価方法：算定用シートを用いたか、算定用プログラムを用いたか、いずれかを記入。
（５）申請住宅の一次エネルギー消費量：２以降に記載する設備種類・仕様等に基づき算出された各設備ごとの一次エネルギー消費量を記入
（６）申請住宅の基準達成率：小数点以下切捨てとし、整数で記入
２．申請住宅の断熱仕様・設備仕様等

（１）断熱性能の区分または熱損失係数：熱損失係数に応じた（ア）～（オ）の区分か、実際に算出した熱損失係数（Q値）を記入

（２）各設備仕様

各暖房機器の選択にあたって「算定用シート」を活用できる条件は次のとおり（※算定用プログラムを使用する場合は、各性能値を個別に入力できる。）
【A暖房設備】---------------------------------------------------------------------------------------------

熱交換型換気設備の有無：顕熱交換比率が65%以上の場合に「有」
（a-2）住宅全体または全居室を連続的に暖房する設備を設置

石油温水器パネルラジエーター：温水配管に「断熱被覆」が有る場合のみ適用
ガス温水器パネルラジエーター（熱源機：瞬間式従来型給湯器）：温水配管に「断熱被覆」が有る場合のみ適用
ガス温水器パネルラジエーター（熱源機：潜熱回収型給湯器）：温水配管に「断熱被覆」が有り、かつ、エネルギー消費効率（熱効率）が87%以上の場合のみ適用
電気温水器パネルラジエーター（熱源機：電気ヒーター式）：温水配管に「断熱被覆」が有る場合のみ適用
電気温水器パネルラジエーター（熱源機：電気ヒートポンプ式）：温水配管に「断熱被覆」が有る場合のみ適用
電気蓄熱暖房機：有効蓄熱率がⅠ地域の場合85%以上、Ⅱ・Ⅲ地域の場合90%以上の場合のみ適用
ヒートポンプ式セントラル空調システム：エネルギー消費効率（暖房能力（kＷ）を暖房消費電力（kＷ）で除した数値）が3.0以上の場合のみ適用
（a-3-1）　ＬＤＫ：居室を間欠的に暖房する設備を設置している

ルームエアコンディショナー：条件無し

ルームエアコンディショナー（高効率型　暖房COP 4.6以上）：エネルギー消費効率（暖房能力（kＷ）を暖房消費電力（kＷ）で除した数値）が4.6以上の場合のみ適用

FF式暖房設備：条件無し

ガス温水式床暖房（熱源機：瞬間式従来型給湯器）：床暖房の敷設率が75%以上、配管に「断熱被覆」が有り、かつ、床の上面放熱率が90%以上の場合のみ適用
ガス温水式床暖房（熱源機：潜熱回収型給湯器）：床暖房の敷設率が75%以上、配管に「断熱被覆」が有り、床の上面放熱率が90%以上で、かつ、エネルギー消費効率（熱効率）が87%以上の場合のみ適用

電気温水式床暖房（熱源機：電気ヒーター式）：算定シートにおける位置付け無し。算定用プログラムで入力
電気温水式床暖房（熱源機：電気ヒートポンプ式）：床暖房の敷設率が75%以上、配管に「断熱被覆」が有り、かつ、床の上面放熱率が90%以上の場合のみ適用
電気ヒーター式床暖房：条件無し
（a-3-2）　その他の居室：居室を間欠的に暖房する設備を設置している

ルームエアコンディショナー：条件無し

ルームエアコンディショナー（高効率型　暖房COP 5.9以上）：エネルギー消費効率（暖房能力（kＷ）を暖房消費電力（kＷ）で除した数値）が5.9以上の場合のみ適用

FF式暖房設備：条件無し

ガス温水式床暖房（熱源機：瞬間式従来型給湯器）：床暖房の敷設率が75%以上、配管に「断熱被覆」が有り、かつ、床の上面放熱率が90%以上の場合のみ適用

ガス温水式床暖房（熱源機：潜熱回収型給湯器）：床暖房の敷設率が75%以上、配管に「断熱被覆」が有り、床の上面放熱率が90%以上で、かつ、エネルギー消費効率（熱効率）が87%以上の場合のみ適用

電気温水式床暖房（熱源機：電気ヒーター式）：算定シートにおける位置付け無し。算定用WEBプログラムで入力
電気温水式床暖房（熱源機：電気ヒートポンプ式）：床暖房の敷設率が75%以上、配管に「断熱被覆」が有り、かつ、床の上面放熱率が90%以上の場合のみ適用

電気ヒーター式床暖房：条件無し

【B冷房設備】---------------------------------------------------------------------------------------------
（b-2）住宅全体を連続的に冷房する設備を設置している
ヒートポンプ式セントラル空調システム：エネルギー消費効率（冷房能力（kＷ）を冷房消費電力（kＷ）で除した数値）が3.0以上の場合のみ適用

（b -3-1）　ＬＤＫ：居室を間欠的に冷房する設備を設置している

ルームエアコンディショナー：条件無し

ルームエアコンディショナー（高効率型　冷房COP3.7以上）：エネルギー消費効率（冷房能力（kＷ）を冷房消費電力（kＷ）で除した数値）が3.7以上の場合のみ適用

（b -3-2）　その他の居室：居室を間欠的に冷房する設備を設置している

ルームエアコンディショナー：条件無し

ルームエアコンディショナー（高効率型　冷房COP5.4以上）：エネルギー消費効率（冷房能力（kＷ）を冷房消費電力（kＷ）で除した数値）が5.4以上の場合のみ適用

【C給湯設備】---------------------------------------------------------------------------------------------
節湯型機器の有無：台所は「節湯A」「節湯B」「節湯AB」のいずれかを採用、シャワーは「節湯AB」を採用し、かつ小口径配管とした場合に「有」

「節湯A」：手元止水機能（止水の容易な機構）を有する機器

「節湯B」：使用時の最適流量が現状一般的な機器に比べて小さい機器

「節湯AB」：両機能を有する機器

「小口径配管」：配管がヘッダー方式であり、給湯機にできるだけ近い地点においてヘッダーにより配管が分岐され、かつヘッダー分岐後の配管の内径が13mm 以下のものをさす。

太陽熱温水器の有無：傾斜角0～30 度以内、方位角南面±45 度以内、有効集熱面積3㎡以上とした場合に「有」
電機温水器（ヒートポンプ式）：年間給湯効率（APF）3.0 以上の場合に適用。APF は（社）日本冷凍空調工業会の
JRA4050:2007R「家庭用ヒートポンプ給湯機」に基づいて算出されたものとする。
